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③ 花店と花流通の環境アクション活動

はじめに︓⽣産地から花市場へ切り花出荷形態は⼤きく3パターン

ダンボール（サイズ多種多様）
①横箱︓乾式
②縦箱︓湿式（中に保⽔容器⼊り）

課題︓保⽔容器の⼤量使い捨ての状態
ダンボール・保⽔容器などコストアップが
続きELF契約料と変わらなくなりつつある

リターナルバケツを循環
③ELFバケットシステム
〜完全⽔平リサイクルが実現
⽣産地→花市場→花店→花市場→洗浄施設→⽣産地

●出荷量全体の3％程度のシェア(JELFAが解散し、兼弥産業の⼀事業部に)
●⽣産者も花店も作業が楽
課題︓業界内で回収できてない／回収拠点が少ない

使⽤上の注意事項が徹底されず洗浄の現場で苦労
積載効率悪い／運搬してもらえない時・エリアも
（オランダ＝⽔を運ぶことが環境的に・・・）



（続き）はじめに︓

花業界における排出プラスチックごみ（花の流通段階）

市場・花店でごみになるプラ
保⽔容器（ダルマ）
PPバンド、
産地由来スリーブ など

保⽔容器の形状・プラスチック素材種類・重量

プラごみ計量実験、各市場様ヒアリング、広島県事業を通じてわかってきていること
●PETが圧倒的に多い＝輸⼊品のリパック→⾮ボトルPETは現在リサイクル受⼊先がない
→まずは使⽤量を減らす／花業界で活⽤開拓へ︖︕

●PS少+再⽣PS →「スミ株式会社」と連携模索
→今後はPS素材⾃体ダウントレンド︖︕⾼価で買取の可能性︖︕

●PEは紀州カスミソウのみの模様 →現在JAとリサイクル業社「⼋⽊熊」と共に次世代品検討中
（PEカスミだけで年万単位使い捨て）
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◆花市場プラスチックごみ計量実験
2024年7⽉〜3⽉
＠東京フラワーポートにて保⽔容器などプラスチックごみ計量実験

ごみ分別収集担当者さんが
⽉⽔⾦を中⼼に
計量作業していただいた

作業性・操作性が
よくなるよう
グリーンシンク様に
修正・⼯夫を重ねて
いただいた
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東京フラワーポート・東⽇本板橋花き・
世⽥⾕花き 3市場打合せしながら推進



花市場プラスチックごみ計量実験結果（半年間）
東京フラワーポートの売上と廃棄量から「売上元単位」を割り出し、
都内主要市場の売上ベースに「プラスチックごみ廃棄量」を算出
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（続き）◆花市場プラスチックごみ計量実験

③ 花店と花流通の環境アクション活動

花市場プラスチックごみ計量実験結果からの考察と今後の提⾔
（環境カウンセラー・関根⽒）

⾃主計量を実施したことで、これまで不明であった花市場で排出されているプラスチック製物流資材の樹脂
別排出量の概算・売上原単位算出ができ、現状数値把握の第⼀歩が切れた。それにより、全国各地の花
市場における資材の排出量が想定でき、今後物流形態の⾒直しなどによる原料結果の可視化や、リサイク
ルスキーム構築時に要な排出量の把握につながった。

◆全体排出量の37%を占めるPPバンドは現状リサイクルに回っていると推察されることから、現在の花
市場の物流資材のリサイクル率は37%であった。

◆現状全くリサイクルができていない保⽔容器の排出量合計は36%とPPバンドとほぼ同量であった。

◆保⽔容器の中ではPET製保⽔容器が75%と⼀番多く、売上原単位から都内で年間30トンを超える
排出量と推計できた。

◆保⽔容器の中ではPS製は排出量が24%程度であったことがわかった。

◆PSは、PP・PEに次いで現状適切なリサイクルルート構築ができそうであるものの、今回の計量実績の
結果、再⽣PSの保⽔容器が⼤半を占めていたため、それを再度リペレした際には強度など充分な物性
が確保できるのか︖、また保⽔容器に戻す⽔平リサイクルかできるのか︖などの確認や、樹脂をPET/
PSのいずれかに統⼀できないかといった検討も含めた⽅向性の検証が必要であろう。



（続き）
花市場プラスチックごみ計量実験結果からの考察と今後の提⾔

リデュース（使⽤の抑制）や薄⾁化・形状変更等による使⽤量低減などを最優先に進めつつ、今
回の⾃主計量データをもとに他業種とも連携して⾮飲料ボトルPETリサイクルの出⼝開拓に向けた
研究を⾏うことが重要である。

プラスチックリサイクルを効果的に進めるためには、樹脂別分別徹底が必要であり、可能であればでき
るだけ単⼀素材でまとめるのが効率的であるが、すぐに樹脂の統⼀が難しい場合には、まずは今回
把握できたPET・PSの排出量（概算）をもとに、リサイクラーとも協議し、地域資源循環フロー構築
を⾏うのがNext Stepと考えられる。

⾃主計量は慣れてデータがこなれるまで通常2-3ケ⽉かかるといわれており、今回実施した7か⽉、し
かも東京の市場の中では4%程度の売り上げシェアの市場における計量データを元に広域排出量の
想定をするのは精度的に⼗分とは⾔い切れない。

また、今回でも⽉別推移により⽉別の傾向（季節係数）が⾒えてきたが、1-2年継続するとより精
度があげて分析に使えるようになると考えられる。
したがって、キャラバンのような形ででも、いくつかの市場で1-2年計量を⾏うことが理想的である。

現在、個々の排出事業者が廃棄するごみの把握ができていないため、資材の捨て去りを禁じている
市場も少なくないと聞くが、保⽔バケツなどのごみを持ち帰らず置いていくことができる市場は少ないた
め、結果として⼤半は個々の花店で廃棄されることとなっている。

これらをごみではなく資源として、また、市場＝リサイクルのハブとして機能させるためには、⾃主計量を
課⾦システムとして活⽤することも検討できるとよいだろう。その際、⾃主計量システム（ICT）の最
⼤限に⽣かすことで開いていける可能性もあると考える。

経済合理性のとれる事業として社会実装化するために肝となる効率的な運搬のためには、中⾝が
空洞で体積の⼤きい保⽔容器の粉砕や圧縮を市場で⾏い、嵩を減らしてフレコンバッグやベール化
なども併せて⾏い、できるだけ多く⼀時保管し、積載効率最⼤化に努める必要があるが、有価物とし
て販売できるようになった際には、改ざんできない⾃主計量システムはトレーサビリティー観点からも必
須になってこよう。
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世⽥⾕バラ研究会＠世⽥⾕花き
wbp 活動紹介と「保⽔容器」ヒアリング

BtoCのお届け分は、できるだけ紙素材の
ラッピングにシフトしている。市場向け出荷箱の
テープを環境配慮のものに変更するなど、
少しずつ対策し、それらを伝え始めている

（神⽣バラ園）

 

バ
ラ
研
会
報 

秋の品種展示検討会開催日決定！ 
 ７月２５日（木）オンライン形式で役員会を行い次の通り決定しました。 

品種展示検討会を次の通り開催いたします。 

  開催日：１１月１５日（金） 

  場 所：世田谷市場７階東京都第一会議室 

  ※会場とオンラインのハイブリット開催を予定。 

   
  会員の相互情報交換：展示会開催後に生花店、仲卸の仕入れご担当者様を 
  交えての情報交流会を行います。 
      ※用賀駅近辺で夕食をとりながらの懇談会です 
  皆さん、予定を空けておいてください。 
  ※詳細につきましては９月上旬に連絡差しあげます。 

２０２４年盛夏号 

世
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ラ
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令
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発
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世田谷花きバラ研究会 東京都世田谷区大蔵１－４－１ ＴＥＬ０３－５４９４－８８１１ 
mail  fukagawa.masato@setagayakaki.co.jp 

～編集後記～ 
世田谷花きの２０２４年度４～７月の販売実績速報です。（金額は税抜き） 
全体数量    29,693千本(昨対 99％)単価＠77(昨対 99％)金額 2,297百万円(昨対 99％) 
バラ数量     3,852千本(昨対 98％)単価＠90（昨対 104％）金額 347百万円(昨対 102％)   
全体ではあまりよくなかった前年に及んでいない状況となっていますが、バラ単体ではギリギ

リ上回っている状況でした。 ただ、６月度の市況はかなり厳しい状況でした（深川） 

～世田谷花きより～出荷での使用資材についてのアンケートについて 
 アンケートでは次の出荷形態の皆さんを対象に実施しました。 
 ・縦置き湿式でプラスチック素材の水容器を使用している 
 ・アンケートの内容 プラスチック素材の種類の調査 
           ⇒具体的にポリスチレン、ポリエチレン、ＰＥＴ どの素材を使用か 
～結果～ 
【成型品使用】ペット素材の容器が最も多く７件、 ポリスチレン容器が２件 
【ソフトバケット使用】 ポリ塩化ビニル１件  ポリエチレン １件 でした 

※出荷組合など団体で共通素材の場合は１件と数えています。 
 現在、縦置き湿式のプラスチック製品はリサイクルされずに焼却処分となっています。 
リサイクルについて課題はたくさんありますが、今後の処理方法などにアンケート結果を反映し

ていきます。 
 協力いただいた皆様にあらためて御礼申しあげます。          （世田谷花き） 

2024年夏、バラ⽣産者様にアンケートにご協⼒いただきました︕

花市場×バラ⽣産者 課題解決に向けて（11/15）

乾式横箱に
戻すバラ産地も
今後増えそう
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バラ苗でも
毎年⼤量の鉢トレー

◆保⽔容器⽔平リサイクルに向けて



（続き）◆保⽔容器⽔平リサイクルに向けて

新規リサイクル業者視察・打合せ（3/10）

177

東京都庁・中央卸売市場 第⼀回打合せ（3/17）

現在廃棄中のPS（ポリスチレン）素材
＝資源として販売→
第⼀段階としてのマテリアルリサイクル
半導体のリールなどに活⽤できると判明

都内市場、現⾏ルールでは「ごみの回収」は禁⽌されているが、
保⽔容器を中⼼に、リサイクルを前提に使い捨てプラスチックを「資源」と捉え、市場に回収
ステーション機能を持たせることを打診。
※磯村副理事⻑が都内市場を代表して強⼒に推進
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次の課題は最も量が多いPET素材︕
（輸⼊業社さん⼤量使⽤／出回り多い）



◆将来イメージ︓東京の花市場をごみゼロ市場へ︕

実現に向けて東京都花市場ごみ問題動き出すR7年度
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【ダンボールの現状】ほとんどの花市場がダンボールの処分を請け負っている or 花店⾃⾝が処分しているケースも多い

どの市場も同様に
切り花のセリ⽇は⽉⽔⾦曜⽇（週3⽇）で、その午前中に
空きダンボールが市場内の指定の場所に集積され、
パッカー社が数台来てその場で畳みながら運ばれる。
←ちなみに左画像は、世⽥⾕花きの3フロア中の1フロアの
集積量（繁忙期ではなく通常期）で、つまりこの約3倍の
ダンボール量が1⽇に排出されている。

ご参照︓次の課題は花の出荷箱＝「ダンボール」



分科会❸
鉢物トレー

プラ資源サーキュラーPJ

©国産花き需要拡⼤推進協議会 179

③ 花店と花流通の環境アクション活動

鉢トレープロジェクト活動経緯
R5年度事業
2023年
4⽉13⽇ 豊明花きヒアリング（鉢トレー）
7⽉11⽇ FAJヒアリング（鉢トレー）
10⽉4⽇ 全国鉢物類振興プロジェクト協議会＜以下鉢プロ＞会議内で取り組みオンライン説明会
11⽉〜 鉢プロ参加全国⼤⼿鉢物市場「鉢トレー他に関するアンケート調査」第⼀弾
12⽉5⽇ 東⽇本花きヒアリング（ダルマ・鉢トレー）
2024年
3⽉4⽇ 豊明花き×⽇本ポリ鉢販売会議／⼤阪⼤学宇⼭教授プラスチックオンラインセミナー
3⽉8⽇ 東京フラワーポートヒアリング（ダルマ・鉢トレー）→7⽉〜ダルマ計量実験開始

R6年度事業
6⽉〜9⽉ 鉢プロ参加全国⼤⼿鉢物市場「鉢トレーの廃棄に関する調査」第⼆弾
7⽉10⽇ 花満×広島花店×ユニリーバ社広島県事業会議にてヒアリング（ダルマ・鉢トレー）
9⽉12⽇ ⼤阪植物取引所（JF兵庫県⽣花）ヒアリング（鉢トレー）
9⽉13⽇ ⼤阪府環境農林⽔産部 脱炭素・エネルギー政策課よりR7年度事業ヒアリングを受ける
9⽉27⽇ FAJヒアリング with 環境省容器包装・プラスチック資源循環室の皆様 （鉢トレー・ELF）
10⽉28⽇ 豊明花き＆FAJオンライン会議
11⽉15⽇ 世⽥⾕花きバラ研究会にてバラ⽣産者・種苗会社ヒアリング（ダルマ・種苗⽤鉢トレー）
11⽉25⽇ 南知多鉢物⽣産者訪問、兼弥産業打合せ・ELF洗浄施設⾒学（鉢トレー・ELF）
11⽉26⽇ 岐⾩⽇本ポリ鉢販売打合せ・⼯場⾒学（鉢トレー）
12⽉19⽇ 2027年国際園芸博覧会協会×well-blooming project キックオフ（情報交換）
12⽉20⽇ リサイクラー・エコバンク社にてプラ資源リサイクル現場⾒学
1⽉17⽇ 2027年国際園芸博覧会協会×well-blooming project 定期会合スタート
3⽉ ⽔平リサイクルトレー試作品アップ



環境省容器包装・プラスチック資源循環室 
井上室⻑＆チームメンバー⼤⽥市場視察(2回）／⼤⽥花き打合せ・FAJ打合せ

環境省からは、花業界、昭和の様相、取り組みは周回遅れ、とバッサリ・・・
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FAJ、リユースせず廃棄にまわす
鉢トレーの⾒本が貼られた壁→



鉢もの・苗ものの出荷形態は鉢トレー（100種以上あるとも…）

国内鉢物市場最⼤⼿（豊明花き）では、市場で回収→分類作業
→6割は⽣産地でリユース、4割は廃棄処分している

花市場内で回収されている様⼦↑
⼀部は⽣産者がリユースのため持ち帰る＆花店店頭で利⽤

→今後は廃棄している約4割の
⽔平リサイクルを⽬指す

→トレーのサイズ規格も統⼀へ

トレーの分類表（豊明花き）

鉢トレーのリユースと廃棄の現状
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売上規模から推計
苗もの流通多く実際はもっと多いだろうと予測→

アンケート
ご協⼒市場

2024夏
全国⼤⼿鉢物市場 調査第⼆弾

鉢トレー廃棄数を推計するための調査

※課題
市場外流通のHCなどの
鉢トレーの回収・リユース・
廃棄状況は把握できてい
ない

夏場少ない時期の推計につき実際は3割増しで
年間およそ100万枚前後の
鉢トレー＝500トンのプラを市場で廃棄している、

とみるべきか
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◆全国鉢物市場における
鉢トレー廃棄量推計

令和6年6⽉吉⽇
全国鉢物類振興プロジェクト協議会に
ご参加の鉢物市場各位様

国産花き需要拡⼤推進協議会 事務局
（⼀般社団法⼈花の国⽇本協議会）

向暑の候、皆さまにおかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当協議会で推進します花業界の環境アクションの⼀環で、将来的に鉢物トレーの「⽔平リ
サイクル」を⽬指すプロジェクトを⽴ち上げるべく、動きはじめております。昨秋は皆さま
にもアンケート調査にご協⼒いただきまして、誠にありがとうございました。

本年令和6年度の事業では、リユースできずに廃棄にまわっているプラスチックトレーを
回収→ペレット化→リサイクルプラスチック含有の再⽣トレー（01に集約）に作り替えて、
業界内で循環させることできないか、実証実験を始める予定です。

そのためにはまず、全国の⼤⼿鉢物市場様において、どのくらいの量の鉢物トレーが廃棄
されているのか把握し、通常の商流の中で、回収可能な市場様に廃棄予定のトレーを集める
ことができるかどうかなど、検証したく考えています。

つきましては、⺟の⽇以降、貴市場内に滞留している廃棄予定の鉢物トレーの調査を7⽉
中にお願いしたく、ご協⼒のご依頼となります。

豊明花き様の事例で申し上げますと、全体のトレー数の6割はリユース、4割は破損などを
理由に廃棄しているそうです。この4割を廃棄することなくリサイクルし、少しでもバージ
ンプラスチックの使⽤を減らし、今後社会的に許されなくなる使い捨てプラスチック資材を
花業界でも抑制することで、結果的に鉢トレーの型も集約され、効率的な物流にも繋げてい
けるよう、花業界全体で協⼒し解決策を模索していければと思います。

ご多忙のところご⾯倒をおかけいたしますが、各社様、何卒本調査へのご協⼒をお願い
申し上げます。

▼具体的なご依頼事項
トレーの種類がものすごく多いと思いますが
①特に多いトレー、ベスト10の⼀覧表（画像）

②10種のトレーそれぞれ／その他トレーまとめて、
約1ヶ⽉間に市場に滞留している枚数を
カウントしてください。
※1ヶ⽉が難しい場合は1週間の数量でもOKです

調査結果のご連絡先：info@hananokuni.jp
ご回答締切： 2024年8⽉8⽇（⽊）

貴市場鉢物トレーに関する調査ご依頼

↑例︓豊明花き様鉢トレー
回収時分類表

【ご参照】花業界の環境アクション「well-blooming project」について
国需協公式サイト：https://homeuse-hana.jp/wellblooming/
ニュースリリース配信（4/23・5/30）QRコード→→→



豊明花き

南知多鉢物⽣産者

岐⾩プラスチック（株）
成形⼯場

南知多プラスチック団地
兼弥産業本社
ELFの洗浄⼯場
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◆鉢トレーなどプラ成形⼯場・ELF洗浄⼯場など
現地視察・打合せ（11/25-26）



鉢トレー3.0 未来プロジェクト
⽔平リサイクル実証試験結果報告

2025年3⽉6⽇速報/3⽉25⽇報告

カムフル株式会社
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

◆⽔平リサイクル「再⽣01鉢トレー」化に向けた
施策実験結果レポート

実証試験の背景・⽬的
プラスチック資源循環戦略のターゲットである
「2030年までにワンウエイプラスチックの排出抑
制」「容器包装のリユース・リサイクル」「再生利
用の促進」「代替素材への転換」などの促進に向け
た実証事業を業界内外関係者と連携しながら⾏い、
早期の社会実装化を⽬指す。再⽣利⽤にあたっては
マテリアル（⽔平）リサイクルのフローを構築, 推進
する。

今回は、ラベル・ビニールやごみ様なものが混⼊した状態
＝いろいろなものが⼊っている状態１番下のレベルでもモ
ノになるのかを検証するため、また、少量での実験という
こともあり、ペレット化を割愛し粉砕のみで検証した

→それでもできることを確認した：
このレベルを知っていることで、さらに量産体制をとった
ときに、このものよりちょっとよいペレットを作れば安定
して⽣産できることを検証
→ボトムを知ることで品質の下限を確認できる
本稼働時には粉砕・洗浄・造粒（スクリーンで異物除去）
の⼯程をとってから資材メーカーへ提供し、成形する流れ
に進む。



実証試験の概要
実施内容：

プラスチック製鉢トレーの「⽔平リサイクル」可能性を検討するため、豊明花きより廃棄されている様々な
鉢トレー※をリサイクラーに送り、粉砕・洗浄・乾燥後、資材メーカーにて鉢トレー30枚に再資源化した。

豊明花き

エコバンク
（リサイク

ラー）

ワンイレブン
（資材メー

カー）

花の国⽇本
協議会

カムフル well-blooming project

廃棄トレー 40枚/20キロ相当（３
箱）

アドバイザー
(技術監修）

粉砕・洗浄・乾燥

※20種類各2枚くらいのイメージで規格バラバラ、
シールや汚れはそのままの状態のもの

豊明・エコバンク・ワンイレブン各社に、条件の呈⽰を⾏った
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（続き）◆⽔平リサイクル「再⽣01鉢トレー」化に向けた
施策実験結果レポート

再資源化の流れ：トレー搬出

豊明花き

エコバンク
（リサイクラー）

ワンイレブン
（資材メーカー）

シールなどを剥がす・
洗浄・乾燥

廃棄トレー 40枚/20キロ相当
（３箱）

※20種類各2枚くらいのイメージで
規格バラバラ、シールや汚れはそのま
まの状態のものを混ぜて送付いただく

（カムフルよりあまり良いもの
ばかりを選定しないよう要件呈⽰）
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（続き）◆⽔平リサイクル「再⽣01鉢トレー」化に向けた
施策実験結果レポート

再資源化の流れ：粉砕・洗浄・乾燥
豊明花き

エコバンク
（リサイクラー）

ワンイレブン
（資材メーカー）

①搬⼊物の確認
（指⽰内容通りのものかどうか）
②シールなどを剥がす
③粉砕・洗浄・乾燥
④原料として問題がないか判断（カムフル）
※鉄粉などプラより硬い＝⽐重の重たいものが⼊った場合には、
粉砕機の刃こぼれや成形機のスクリュー損傷、射出成型時に
鉄粉があたって⾦型にキズが⼊るなどの損傷のリスクにつながる

カムフル

アドバイザー
(技術監修）

（右下写真）
粉砕機を⽌めたりする際に粉砕しきれず⻑い状態のまま
粉砕機の⽳から縦に抜けたものが時折このような形で混じる。→本来は混じらないようする
必要あり。（リサイクラーさんの実⼒を検証）※⽌めるときのコツなど量産時改善⽅法は指
導可能量産時に粉砕機スクリーン⽳から縦に抜けるとこのようなものが混じる可能性があ
り、資材メーカーの側で成形機原料ホッパーの⾷い込み⼝でブリッジを作って細かなものが
落ちにくくなる/落ちても⾷い込みにくくなるので嫌がられる。ただし、機械の⼤きさに
よっては⾷い込み⼝の径が⼤きい機械であればこのような形状のものが⼊っても問題ない。

再資源化の流れ：再びトレーへ成形成功！
豊明花き

エコバンク
（リサイクラー）

ワンイレブン
（資材メーカー）

h-ps://youtube.com/shorts/HvYuHiKAoZM?feature=share製造の様⼦（動画）：カムフル

アドバイザー
(技術監修）

⾃社での成形経験、機械も新しいことがあり、⾦型を傷つけないか等リスクをとりたがらない
ワン・イレブン社を、成形経験が⻑く、知⾒豊富な薬王⽒への信頼から今回の実験に協⼒を取
り付け、実際成形に成功した。特に問題は発⽣しなかったが、この原料のままでは量産体制は
取りたくないということであった。

https://youtube.com/shorts/HvYuHiKAoZM?feature=share


⽔平リサイクルトレー 3/10納品

豊明花き

エコバンク
（リサイクラー）

ワンイレブン
（資材メーカー）

廃棄トレー 40枚（３箱）

粉砕・洗浄・乾燥

リターナブルトレー04 

wbpロゴ：
⼊⼦型を作れば刻印も可能

今回の試作品は、粉砕30％品
（380ｇ/枚の30％なので約114ｇが粉砕物となる）
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（続き）◆⽔平リサイクル「再⽣01鉢トレー」化に向けた
施策実験結果レポート

⽔平リサイクル実証実験⼤成功︕︕R7年度は実装に近づける

実証結果検証

• 品質・安定製造観点で、本製造（量産）フェーズに進んだら以下を実施

①【排出現場】最低限、異物混⼊抑制（ラベルを剥がす/剥がしやすいものにする等）に努める

② 【リサイクラー】コンパウンド※時にメッシュ（スクリーン）にかけて異物除去を⾏う
 ※粉砕物を⼀回溶かして網を通して異物を除去

③粉砕後、異物除去したものからペレット化し、物性表を作成

• 「まずは作ってみる！」トライアルテスト観点で⾏ったが、想定よりも良いものができ、通常品と遜⾊のない
レベルで完成した。

• 薬王⽒との信頼関係の下、＜あり型＞使⽤（※通常は難しい）を快諾くださったワンイレブン様に感謝！
• 通常の排出時のレベルでは、ラベルなど異物混⼊が多い。

今後、業界内でのトレーの種類数の軽減を⽬指し、ガイドライン※の策定が必要。そのための第⼀歩として、
豊明市場が率先して統⼀使⽤できる⾦型新作を⾏い、先導することで⾃然淘汰・⽔平リサイクルの進展を期待！
※使えるものは⻑く使う：リユースの促進を最優先に！⽔平リサイクルと両輪で進めていくことがCEの鍵であろう。
→⻑期使⽤可能でスタッカブルな設計、シンプルな形状にできないか？
→リサイクルに不向きな素材・添加剤等の使⽤禁⽌等ガイドライン整備
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【ご参照】 2027国際園芸博との連携スタート

12/19 協会より well-blooming project に関するヒアリング＆環境施策情報交換
1/17   キックオフMT →以降定期会合 2/5

well-blooming project の取り組みが、GREEN×EXPO 2027を機に、花き業界のスタンダードになり、レガシーになればと願っています。

（公社）２０２７年国際園芸博覧会協会では、GREEN×EXPO 2027ならではのサステナブルな博覧会とするため、以下のように
進めています。

●サステナビリティ戦略・実施計画を策定
https://expo2027yokohama.or.jp/about/sustainability/
●新たに植物の調達コードを設定
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/10/01_sus_code_summary_20241028.pdf
●資源循環の考え⽅（案）を取りまとめ、
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/12/130_shiryo3_20241204.pdf

これらは、最低限の基準を⽰したものであり、さらに、業界の皆様との協⼒により、より⾼みを⽬指していきたいと思います。
あるべき姿を共通認識としながら、それを具体に動かしていきたいと思います。
協業できそうな課題をすごく単純化しますと、
〇とにかく⼊⼝の段階で廃棄物となるものをできるだけ排除すること、
〇プラスチック製品（特にヴァージン）は使⽤しない（できるだけ控える）
〇どうしても導⼊したものは可能な限り再利⽤（単純廃棄はしない）
〇ロスフラワー対策（こちらもアイデアをお願いします）

といったことを実現させ、そしてその取り組みを花き業界の皆様と共有し、
PRしていきたいです。

国際園芸博
企画調整部企画課（SDGｓ担当）
から1/17に向けて提⽰された内容

©国産花き需要拡⼤推進協議会

③ 花店と花流通の環境アクション活動

取り組み案②︓異業種×花業界タイアップ→会場オリジナルエコバッグへ
福⼭・広島R5年度補助事業成果物の横展開案

園芸博会場で排出される植物残渣（⽇量平均1.5トン）を乾燥・粉末化→
廃棄されるプラスチック容器類（PE/PET）を⽷化し、残渣粉末を練り込む→
レジャーシートのような織物へ→

苗ものなど持ち帰り⽤のエコバッグとして会場で販売

豊明花き由来の廃棄トレー

粉砕・ペレット化 →鉢トレーメーカーへ

再⽣PPで新たな鉢トレー「01」を作成 再⽣PP「01」を
⼤⼿鉢物⽣産者へ

新トレーで豊明花き＆FAJに出荷

国際園芸博会場に納品
⽔平

リサイクル

使⽤済み回収
取り組み案①︓園芸博会場に持ち込まれる鉢トレーを

⽔平リサイクル品に（カバー率課題）

※イメージです

2027国際園芸博における取り組み案

https://expo2027yokohama.or.jp/about/sustainability/
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/10/01_sus_code_summary_20241028.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/10/01_sus_code_summary_20241028.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/10/01_sus_code_summary_20241028.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/12/130_shiryo3_20241204.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/12/130_shiryo3_20241204.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/12/130_shiryo3_20241204.pdf
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【ご参照】 ユニリーバ社受託 福⼭世界バラ会議・広島県事業
プラスチック空容器×植物残渣＝アップサイクルエコバッグ誕⽣

苗・鉢⽤

切り花⽤
⻑さ調節

190



このままだと「花」は
社会から選ばれない存在に…
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【ご参照】

業界課題×環境課題にはあらゆる難題が絡み合う現実

●保⽔容器の削減推進

●リサイクルに向けた、花店→回収スキーム
〜「廃棄物処理法」法律の壁もあり

●リサイクラビリティを⾼めるための
プラ素材統⼀の⽅向性、何に統⼀︖︕

全てが模索中、調整すべき事柄が多い

⼀社⼀業態では解決できない問題ばかり︕
これからの時代、業界の発展のためには
協業・共創が必須︕︕

地球沸騰化
気候危機

働き⽅改⾰
物流問題

環境汚染
と

環境認証

使い捨て
プラスチック問題

花⽣産・
花⽇持ち

持続可能な
花⽣産・販売

消費者
意識

私たち花業界の仕事は、
花、そして⾃然の恵みでビジネスをしていて、
地球の恩恵を受けています。
花業界が、その⾃然や環境を守る⾏動に真摯に向き合うのは当たり前のことだと思うのです。

well-blooming project は、花業界を未来に繋げるための

花業界そのもののブランディング活動
お客様、未来の⼦どもたちに誇れる花業界を私たち皆で残しましょう︕
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【ご参照】

次年度
活動計画
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抜粋版

１．調査概要

企画︓ 花の国⽇本協議会 2011年以降、毎年同時期に実施
実査︓ 株式会社メタウェルコ
実施期間︓ 2025年3⽉
対象条件︓ 20〜40代の男性522名、⼥性536名 計1058名（全国）
調査⽅法︓ インターネット調査
※2021年に「ジェンダーフリー化」を意識した対象条件に変更。性別の設問枠を廃⽌
本年度は分析時に既婚者のみの回答を廃⽌

2025年

環境意識を含む
花贈り実態調査
報告書

4-1. ⽇常⽣活における環境意識度
全体／性別／年代／性年代

4-2. ⽇常⽣活における環境アクション
全体／性別／年代／性年代

4-3. フラワーギフトのラッピング
4-3-1.ラッピングについての⾃由意⾒まとめ

4-3. 環境に配慮した花屋への来店意向
全体／性別／年代／性年代
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花き産業におけるサステナビリティの世界動向 参考資料⼀覧
ページ1：
1. Cut Flowers Market Size 2024-2030, Grand View Research (2025), 概要のみ
2. Global Cut Flowers Market Size 2022-2032, Spherical Insights (2023), 概要のみ
3. Global Cut Flowers Market, ResearchAndMarkets.com (2024), 概要のみ
4. Floriculture Market 2024-2032, GlobalMarketInsights (2024), 概要のみ
5. Floriculture Market 2025-2032, Maximize Market Research (2024), 概要のみ
6. World Floriculture Map 2021, Rabobank (2022)
7. Evolving Consumption Trends, Marketing Strategies, and Governance Settings in Ornamental
Horticulture, Horticulturae (2022)
8. Natural Resources, Consumer Perceptions, and Labor Are Transforming the US Nursery Industry,
HortTechnology (2024)
9. The Deloitte Global Millennial and Gen Z Survey, Deloitte (2021)
ページ2：
1. Consumer views regarding sustainability in the flower and plant sector, Flower Council Holland
(2023)
ページ3：
1. Thorns Amongst the Roses: A Cross-country analysis of Human Rights Issues in Flower Farms in
East Africa, GOWERN & IPIS (2015)
2. War of the roses: the exploitation of the flower industry, Bani Amor (2021)
3. The environmental impact of cut flowers? Not so rosy, May 5, Ros Davidson (2021)
4. The Dark Side of The Flower Sector: The Growing Exploitation of Women in Kenya, anti-slavery
blog (2022)
5. Transport and storage of cut roses, Wageningen University & Research (2017), ⼀部分のみ
6. Dead Beauty: How Flowers Are Killing Kenyaʼs Lake Naivasha, CORBINʼs blog (2014)
7. Bienen - so wichtig für Menschen, Greenpeace Germany (2019)
8. Pesticide residues in ornamental plants marketed as bee friendly, Environmental Pollution (2024)
ページ4：
1. Flowers for Valentine's Day: clean appearance with lots of banned poison, PAN Netherlands (2025)
2. Verboden pesticiden in boeketten, PAN Netherlands (2025)
3. Sustainable cultivation: MPS puts PAN-NL findings into context, MPS (2025)
4. Zutphen no longer says it with flowers- because of pollution, Dutch News (2024)
ページ5：
1. FSI2025 Members & Partners, FSI2025 website (2025)
2. FSI2025 Strategy Summary, FSI2025 website (2025)
3. FSI2025 Code of Conduct for the Floriculture Sector, FSI2025 website (2025)
4. FSI Basket of Standards, FSI2025 website (2025)
5. FSI2025 Flyer, FSI2025 website (2025)
6. CSRD適⽤対象⽇系企業のためのESRS適⽤実務ガイダンス, JETRO (2024), ⼀部分のみ
ページ6：
1. Royal FloraHolland Sustainability Report, Royal FloraHolland (2023)
2. Roadmap and commitment, Royal FloraHolland (2024)
3. Floriculture joins hands towards 100% sustainability, Royal FloraHolland website (2024)
4. Next step taken: FSI establishes schedule for small-scale, Royal FloraHolland website (2024)
5. Working towards 100% FSI-compliant certification, Royal FloraHolland website (2025)
6. Which certification suits my company, Royal FloraHolland website (2024)
7. How will my company be certified, Royal FloraHolland website (2024)
8. 世界の⼩売業ランキング2023, デトロイトトーマツ (2023), ⼀部分のみ
9. Deloitte 2024 CxO Sustainability Report, Deloitte (2024)
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ページ6（続き）：
10. Walmart Policies and Guidelines, Walmart website (2025)
11. Walmart Suppliers Lead the Charge, Help Deliver Project Gigaton Goal More Than Six Years Early,
Walmart News (2024)
12. The Home Depot Operate Sustainability, The Home Depot website (2025)
13. The Home Depot Chemical Strategy, The Home Depot website (2025)
ページ7：
1. Stopping greenwashing: how the EU regulates green claims, European Parliament News (2024)
2. Provisional Agreement Resulting from Interinstitutional Negotiations, European Parliament (2024)
3. FloriPEFCR approved by the European Commission, Wageningen University & Research News (2024)
4. Product Environmental Footprint Category Rules for Cut Flowers and Potted Plants, Wageningen
University & Research (2024)
5. Porta Nova introduces the rose with the lowest carbon footprint, Porta Nova website (2024)
6. Sustainable Florist Certification Scheme, SMK (2024)
7. Checklist - compatible with the certification scheme, SMK (2024)
8. Map of locations and numbers of certified sustainable florists, Sustainable Florist website (2025)
ページ8：
1. MPS-ABC Brochure, MPS (2024)
2. MPS-GAP Flyer, MPS (2024)
3. MPS-Socially Qualified Flyer, MPS (2024)
4. HortiFootprint Calculator, HortiFootprint Calculator website (2025)
5. MPS花き産業総合認証パンフレット, MPSジャパン株式会社 (2023)
ページ9：
1.持続可能性に配慮した調達コード（概要版）, 公益社団法⼈２０２７年国際園芸博覧会協会(2024)
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